
古代人にとって,「 自然界」は,意志や感情を持っ

た神秘な「力」が支配する領域だった。自然現象や

動植物の背後にはこの「力」があるとされ,それと
どう対峙するかは彼らにとって重大な問題だったと

言える.「力」には人間に恵みをもたらすものもあ

れば,害 を及ぼすものもあり,好意的な「力」から
は助けを得られるように,悪意を持つ「力」からは

守られるようにすることがぜひとも必要だったので

ある.「お守り」 (護符)も ,人間生活に影響を及ぼ

す目に見えない何かがこの世にあるという信仰の顕

われに他ならず,それを生み出した人々の世界観が
そこに反映されている.それは数多くの護符が遺物
として残されている古代エジプトの場合にもあては

まると言える。

それでは古代エジプ ト人にとって,彼 らの「世
界」 とはどのようなものだったのだろうか。彼ら

が暮らしていた大河ナイルの流域は,不毛の砂漠に

囲まれながら水と緑にあふれ, さまざまな自然の恵

みが得られるところだった。そのため,そ こは一定
の宇宙秩序によって守られた「世界」であるとされ,

そこを支配するさまざまな「力」は,おおむね人間
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に対して好意的な「神」として崇められた。世界と

それを動かす秩序は創造神, とくに太陽神をはじめ

とする神々が作 り上げたもので,太陽神の後継者で

ある工によって受け継がれていると考えられたので

ある
1)2).

表 1 古代エジプト年表 (内田杉彦『古代エジプト入門』
岩波書店,2007の年表より).

この世界観にしたがえば,古代エジプト人の住む
「世界」においては,完璧な秩序が保たれているは

先王朝時代 (紀元前5500～ 3000年 )

王朝時代 (紀元前3000～ 332年 )

初期王朝時代 (第 1～ 2王朝 :前 3000～2682年 )

占王国時代 (第 3～ 6王朝 :前2682～ 2191年 )

第一中間期 (第 7～ 11王朝 :前 2191～2025年 )

中王国時代 (第 11～ 12王朝 :前2025～ 1794年 )

第二中間期 (第 13～ 17王朝 :前 1794～1550年 )

新王国時代 (第 18～ 20王朝 :前 1550～1069年 )

第二中間期 (第21～25王朝 :前 1069～712年 )

末期王朝時代 (第25～ 31王朝 :前 712～332年 )

ギリシア系王朝時代 (前 332～30年 )

プ トレマイオス朝時代 (前304～ 30年 )

ローマ支配時代 (前 30年 ～後395年 )

原稿受付 :2012年 12月 17日 ,受理 2012年 12月 20日
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ずだが,こ れはむろん理想にすぎず,実際には「世
界」と人間の生活を脅かすものが存在することは常

に意識されていた.太陽神は「世界」を混沌の海ヌ
ンから創造したとされたが,ヌ ンはその後も「世界」

を取り巻いており,再び「世界」をのみこんで混沌
に返そうとしていると考えられていた

1).こ のヌン

の脅威は,「世界」を囲む砂漠や,外敵である異民
族などによって示される.ま た,「世界」の内部でも,

さまざまな不幸や疫病のような災いが絶えることが

ない。これは災いのようなネガテイヴなものも「世

界」の一部とされ,それを支配する魔物や悪意を持
つ神々 (「力」)がいるためであると考えられた.
このような脅威のうち,「世界」全体を危うくす

るものに対しては,王が神殿を造営して神々をまつ

り,為政者として社会秩序を守り外敵を防ぐことで

対処した.一方,人々の日常生活が,入力では対抗
できない「力」に脅かされたとき,彼 らは神に祈り,

あるいは神から分け与えられた「呪力」 (ヘ カ)を
用いる呪術に頼るほかなかった

2)。

「呪力」を自在

に操れる者は神官や呪術師だけだったが,一般人で

もある程度の「呪力」を携帯できるようにしたもの

が「お守り」 (護符)である.「護符」を意味する古
代エジプト語 (メ ケト.ネヘ ト,サ ァ,ウ ェジャゥ)
のうち,比較的早い時期に使われたはじめの 3つ は,
いずれも「守る」という言葉に関連を持っており,

当時の護符が本来は「護身用」だったことがうかが

える
2)3)4).古

代エジプトの護符は,工から庶民ま
であらゆる階層の人々が生前に携帯し,所有者が死
ぬと,来世で続けて用いるため墓におさめられた.

また,も っぱら死後の再生や来世の生活に用いるた

めの護符 (葬祭護符)も 数多く作られている2,3)4).

当時の人々が死後に再生することを願った来世に

も,現世と同じような不安はつきまとっていたのだ
ろう。

護符は,準宝石や貴金属などで作られた高価なも
ののほか、貝殻や象牙などの有機物を素材にしたも

の,大量生産が可能で安価なファイアンスの護符な
どさまざまなものがあり,形状だけでなく,素材の
色にも象徴的な意義があった

2)3)4).た
とえば青あ

るいは緑のトルコ石や碧玉は,生命力に満ちた水や
植物を象徴するものとしてしばしば用いられ,同 じ
色のファイアンスの護符も数多く作られている.

護符を携帯するには
2)3)4)5),袋

などに入れて持

ち運ぶほか,護符に穴をあけるか環をつけて紐や針
金を通し,首飾りや指輪として身につける方法が用

いられた.葬祭護符はミイラの包帯に巻き込むのが
一般的だったが,包帯などに縫いつけられるものも
あり,そ うした護符には糸を通す穴があけられてい

る.

2.動物の護符

エジプト最古の護符は,ナ イルの谷に人々が住み

着いて間もない先王朝時代初期にさかのぼる.古代
エジプトの神々はしばしば動物の姿で表されている

が,エ ジプト最古の護符にも,動物をかたどったも
のが多い.野生動物は,自然界を支配する「力」の
顕われとされていたと考えられる.動物の護符は,
それぞれの動物のもつ強さや,素早さ,繁殖能力な
どを宿すとされ,それを携帯すれば,動物の神秘な

能力のいくらかを手に入れることができると信じら

れていたのかもしれなぃ
2)3)4)。
しかし動物の護符

には,古王国時代後期に現れるサソリの護符のよう
に,危害を及ぼす動物や,そ の背後の邪悪な「力」
を防ぐ「魔除け」もあったとみられる

2,3m.サ
ソ

リの女神セルケ トは治療の神,死者の守護神として

崇拝されたが,その信仰の根底には,サ ソリとそれ

を動かす「力」に対する畏怖があり,それをなだめ
て無害にしようとする人々の意思があったとみるこ

とができる.

同じことは, ミイラ作 りの神であるアメビスにつ

いてもあてはまるだろう.こ の神は尖った耳と鼻面
を持つイヌ科の動物,あ るいはその頭部を持つ男性
の姿で表されるが,こ の動物は砂漠に生息する
ジャッカルやオオカミ,キ ッネなどの特徴を合成し
たもので,ア ヌビスはそのような野獣に対する恐れ
に由来する神となられる.砂漠の墓地に埋葬された

遺体は,こ れらの動物に食いあらされる恐れがあり,

それは遺体の保存を死後の復活・再生の必要条件と

する古代エジプト人にとって重大な脅威だった。そ

こで彼らは,そのような動物たちの背後の「力」を
崇めてなだめ,墓地と死者を守る神アヌビスとした
とみられるのである

3)。 この神を示す動物をかた

どった最も古い護符は,先王朝時代の墓から発見さ
れており,おそらく遺体が食い荒らされるのを防ぐ
魔除けだったとみられる

3).

自然界に存在する水は,世界を取り巻くヌンに端
を発しているとされていた.水は,人間や動植物の
生命維持に欠くことのできないものだが,それは創
世の源であるヌンが万物を生み出すエネルギーを保

ち,それが生命力として水中に秘められているため

内田杉彦 :古代エジプトの「お守り」
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と考えられていた。しかしその一方でヌンは,秩序

ある世界を飲み込もうとする恐ろしい混沌の領域で

もあり,そのためヌンに端を発する川や沼などは危

険な場所であった.古代エジプト人にとって水の広

がりとは,正 と負の性格を併せ持つ存在であり,そ
こに生息する生物やそれをかたどった護符には,ヌ

ンや水が持つとされたそのような二律背反的な性格

が反映されていると言える。

エジプトのナイル流域に生息していた水生生物の

うち最も恐れられていたのはおそらくワニ (ナイル

ワニ)であろう.ワ ニの餌食にされた犠牲者の遺体は

食いつくされて埋葬することができず,来世に復活す

る望みも絶たれてしまうのである。ワニをかたどっ

た護符は,統一王朝成立以前からおそらくワニ除け

のお守りとして作られており,こ の動物に対する畏

怖の念が根深いものだったことをうかがわせる
3)4).

しかしワニは,単に恐ろしい猛獣だっただけではな

く, ヌンのエネルギーを秘めた存在でもあった.ワ

ニの姿あるいはワニの頭部を持つ男性の姿で表され

た神ソベクは, ワニに対する恐れから生み出された

神ではあったが,生命と再生を象徴する神でもあっ

たと思われる。古代エジプト人は世界を作り出した

太陽神も本来はヌンから生まれたと信じており,天
地創造ののちも,夜明けにヌンの水中を通り抜けて
エネルギーを補給し,天空に上っていくと信じてい

たが,水中から浮上するワニも同じような再生の力

を持つとみていた
3).ソベクは太陽神ラーと結びつ

いてソベク・ラー神となり, 日輪を頭上にいただく

ワニの姿の護符とされたが,その背景には, ワニに

対するこうした見方があったと言えるだろう
3).

ワニと同じく水中に生息するカバは,農作物を食
い荒らし,人を襲うこともある猛獣として恐れられ

ており, とくに雄のカバは邪悪な力の象徴とされ,

災いの神であるセトの化身とされていた
3)4).先王

朝時代に作られたカバの護符は脚を縛られたカバを

表し,脚の部分の穴に糸を通してビーズと数珠つな

ぎにされ,身につけると逆さ吊りになるように工夫

されている
3).こ
れは邪悪な「力」の顕われである

カバの害を防ぐ「魔除け」だったとみられる。しか

しカバの護符には,水辺や水中を静かに歩く姿を表
したものもあり,同 じような姿のカバの像が副葬品

とされることもあった
3).お
そらくカバは単に恐れ

られただけでなく, ワニと同じように,水に秘めら

れた生命力と再生の象徴とも考えられていたのであ

ろう。

古代エジプト人は,カ バの雌については好意的な

見方をしていた。これは妊産婦と新生児を守るとさ

れた女神タウェレト(ト エリス)が,雌のカバの頭部を

持つ姿であることからうかがえる.古王国時代の墓

浮彫には,カバの子を狙うヮニと,逆にワニを餌食と

するカバの姿がみられる
6).お
そらくこうしたカバ

の習性が強い母性の象徴とされ,母子を守る守護神

にふさわしいとされたのだろう.雌 カバの頭部に妊

産婦の胴体,ラ イオンの足, ワニの背中が合体した

姿のタウェレトの護符は,古王国時代後期からその

後の王朝時代を通じて数多く作られており,妊産婦

や妊娠を望む女性に人気があったと思われる
2)3)4).

水の生命力の顕われとされていたのはワニやカバ

のような大きな動物だけでなく, もっと小さな水生

生物も例外ではなかった。たとえば中部エジプトの

ヘルモポリスの創世説話では,世界を作 り出す原動

力となったのはヌンの水中にあった八柱神とされ,

そのうち男の神々がカエルの姿で表されている
2).

これはおそらくカエルが,水中や泥の中から大量に

自然発生するかのように見えるために,生命と再生

の象徴とされたのだろう.カ エルはまた,出産の女

神ヘケトの姿でもあり,おそらくこのために安産や

多産のお守りとして, カエルの護符が古くから作ら

れていた
2)3,4).

古代エジプト人の「世界」のなかで,水 と並んで

生命の誕生や再生と結びつけられていたのが太陽で

ある.太陽神は創世ののち,太陽となって昼間は天

空,夜 は死者の住む冥界を旅するとされ,夕方に死

に,朝に生まれる「死」と「誕生」 (再生)のサイ

クルを繰 り返すとされたのである
1).古
王国時代に

明倫紀要 16(1)

図 1.タ マオシコガネ (ス カラベ)(ア コリス調査隊提供 )



は,こ の太陽神の信仰は王権と結びつき,その象徴

としてピラミッドのような巨大建造物が造営され

る.こ の古王国の末に出現し,太陽の運行と再生に

結びつけられた護符が,甲虫の一種であるタマオシ

コガネ (ス カラベ)をかたどったスカラベ護符
3)4,

である.餌 となる獣糞を丸い球にして巣穴まで転が

していくこの甲虫の姿は,太陽の動き, とりわけ日

の出を連想させ,太陽神は夜明けに,太陽を押し上

げる巨大な甲虫の神,ケプリとなると信じられたの

である
1).タ マオシヨガネは羊の糞を洋梨型にまと

めて卵を産みつけ,か えった幼虫がその糞を餌にし

て成長し,地上に出るが,エ ジプト人はこれを, タ

マオシコガネが転がす丸い玉から幼虫が自然発生す

るものと考えた
3).そ のためこの甲虫は,無から生

じる生命,太陽のように繰り返される再生・復活の

象徴となり,それをかたどった護符が作られるよう

になったと考えられる。

古王国末に初めて作られたスカラベ護符は甲虫の

形を素朴に表現したものだったが,第一中間期の中

頃には,護符の下面を平らにして文様や図像を刻ん

だものが作られるようになり,中王国時代には所有

者の名前や称号が刻まれて印章としても利用される

ようになった
3).ス カラベ護符はペンダントとして

首にかけられただけでなく,それをとりつけた指輪

も作られ,指輪をはめたままでスカラベ護符だけを

回転させ捺印できる仕組みになっていた
3)4).底
面

の装飾には,渦巻き文様や植物文様のほか,生命や

富を意味する文字,神 々の姿などもみられるように

なる
3).ス カラベ護符は古代エジプトの護符のなか

で最も数多く作られたもののひとつとなった。これ

はこの護符が印章としても使われたことと,縁起の

良い装飾が加わることで「ご利益」が増すとされた
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ためだろう。

新王国時代になると,ス カラベ護符の印章に代

わってスタンプ印章が盛んに用いられるようにな

り,大部分のスカラベは純然たる護符となった
3).

この頃のスカラベ護符の底面には神々の姿や,神に

対する祈願文,神の加護が確かに得られることを保

証した言葉,そ して王の姿や王名が刻まれた.王は

神々に供物を捧げ,あ るいは外敵と戦うなど世界の

秩序を守る姿で表現されており,そのような図像が ,

護符の所有者をも災いから守ると考えられていたの

だろう.王名もまた同じ力を持つと信じられており,

在世中の王だけでなく,過去の有力な王も,その名

を刻まれる場合があった。新王国時代にはさらにス

カラベ護符の変形として,上部がワニや魚,ラ イオ

ンなど様々な動物の彫刻になった護符 (ス カラボイ

ド)も 作られた
3,4)。 この護符はスカラベと同じく

楕円形の底面に装飾が刻まれており,ス カラベその

ものの呪力に,それ以外の動物の護符などの効能を

組み合せたものだったのだろう.

3.オ シリス神話と護符

古代エジプトの護符には,生物以外の象徴をかた

どったものも数多 くあり,なかでも特に一般的ない

くつかの護符は,再生・復活の神であるオシリスの

神話に関わりを持っている.まず「永続」や「安定」

を意味する文字, ジェド
2)3)4)は ,おそらく枝を切

り払われた樹木の幹か,穀物の束を巻き付けた柱を

表しており,古王国時代までにはそれをかたどった

護符が現れる。このジェドは本来,メ ンフィスの神

プタハの象徴とされていたが,古王国の末までには

オシリスの象徴のひとつとなった.神話によれば,

王としてエジプトを治めていたオシリスは弟のセト

図2 スカラベ護符 (上面)(ア コリス調査隊提供)図 3 スカラベ護符 (下面 :王の名と称号などが刻まれている)
(ア コリス調査隊提供 )
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に殺害され,身体をバラバラにされたが,妹であり

妻であるイシスがそれをつなぎ合わせたことで来世

に復活し,永遠の生命を得た.ジェドはこのときの

オシリスの背骨とされるようになり,ジ ェドの護符

は,死者がオシリスと同じように復活を遂げるため

欠かせない葬祭護符のひとつとなった.新王国時代
の葬祭文書「死者の書」に含まれる「黄金のジェド

護符」のための呪文 (第 155章 )に は,ジェド護符
を遺体の喉元に置いてこの呪文を唱えれば,死者は

霊魂となって来世に住み,オ シリスの祭壇から供物

を受け取ることができると記されている
2)7).

ジェドがオシリスと直接の関わりを持つ護符だっ

たのに対 して, イシスと結びつけられたのがテイ

ト
2)3)4)の
護符である.テ イトは布で作った結び目

を表しており,一つの輪が上に向き, |。 には二つの

輪とそれに挟まれた帯が垂れている.こ れが本来 ,

何を意味していたのかはわかっていないが,新王国

時代にはイシスの結び日あるいはイシスの帯とさ

れ,同 じ頃に作られたテイトの護符は,おそらく血

の色を表す紅玉髄などの赤い素材や,生命の色であ

る緑のファイアンスを素材にすることが多かった
2)

3)4).こ の護符やその赤い色は女性の生理と関連が

あったとされているが
3)41,そ
うだとすればテイト

は,母 となる女性の身体を守るという意味を持って

いたのかもしれない。また,「生命」を意味する文字 ,

アンクが本来はテイトの垂れ下がった 2つ の輪を水

平にしたものだったとみられること
8)を
考え合わせ

ると,テ ィトは生命の誕生,出産に関わりがあった

とも考えられる.

イシスは,復活したオシリスとの間に息子ホルス

をもうけて守り育てたとされる.テ イトの護符には,

夫を助け,我が子を守った女神の力が宿ると信じら

れていたのだろう.「死者の書」第156章 には, この

護符が死者の埋葬のとき,遺体の首回りに置かれる

なら, イシスの力が死者の身体を守ると記されてい
フ3)7)
0

イシスのもとで成長したホルスは,父の仇である

セトを倒して父の王権を引き継ぐ.こ のホルスは本

来,ハヤブサの姿をした天空の神で,国土統一をな

しとげた王家の守護神となった
1).王
が統一前後の

時期から用いた王名「ホルス名」にはこの神がハヤ

ブサの姿で表され
9',ホ ルスと思われるハヤブサの

姿も,浮彫や彫像などに古くから見られる.

しかしホルス神をそうした姿で表現した護符が現

れるのは新王国時代になってからであり,ホルスの

図 4 ウェジャト護符 (ア コリス調査隊提供 )

護符として古王国時代から広く用いられ,様々な形
のものが大量に作られたのは,「ホルスの眼」であ

るウェジャト
2,3)4)だ った.ゥ ェジャトはスカラベ

とともに古代エジプトの代表的な護符であり,来世

のお守 りとして不可欠の副葬品だったばかりでな

く,所有者の生前にも強力な「魔除け」として携帯

されたとみられる.ウ ェジャトの形は眉を伴った人

間の目に似ているが,ハヤブサ (ラ ンナーハヤブサ)

の眼下の斑紋を様式化した突起が下についており,

ハヤブサの神ホルスの眼であることが示されてい

る
3)4).

神話によればホルスは,セ トとの戦いで左目を傷
つけられたが,知恵の神 トトがそれを治したとされ,

この回復された左目がウェジャト (「健全なもの」)

とよばれるようになった.天空の神ホルスの右目は

太陽,左 目は月であり,こ の左目のエピソードは月
の満ち欠けを説明したものと考えられるが,それは

同時に,悪神セトに対するホルスの勝利,世界を脅

かす邪悪な「力」に対する勝利を示すものでもあっ

た
2)3)4)。
そのためウェジャトは,治癒や健康を保

証し,邪悪を退ける強い呪力を持つとされるように

なったのである.やがてホルスの (傷つけられなかっ

た)右 目もウェジャトと呼ばれるようになり,左 目

だけでなく右目を示すウェジャト護符も数多く作ら

れた.

ホルスはこのウェジャトを,亡 き父オシリスヘの

捧げものとし,それによってオシリスの復活が助け

られたとされる.こ のためウェジャトの護符は,ジ ェ

ドやテイトなどとともに死者の再生を助ける葬祭護

符としても広く使われ, ミイラを巻く包帯には必ず

入れられた
3)4).ま
た,遺体をミイラとする際に内

臓を取 り出すため脇腹に入れられた切り回は,縫い
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合わされたあと, ウェジャトを描いた板で覆われた

が,こ れは切り口を呪力で癒すとともに,有害なも

のが体内に入らないよう防ぐためだったのだろ

ぅ
3).

ウェジャトの護符は,ア ウトラインだけの簡単な

ものから細かな透かし細工を施したものまで,多種

多様な作品が残されており,そのなかにはハヤブサ

の翼や脚をウェジャトにつけたもの,おそらく護符

の効能を増幅させるため4つのウェジャトを組み合

わせたものなどがみられる
3).

4.葬祭護符の発展

ミイラとともに埋葬される葬祭護符は,最初の統
一王国である古王国が衰えて第一中間期になると,

種類・量ともに増加する
3)4).こ
れは世界秩序を維

持していたはずの王がいったん無力となったため,

人々の生活のなかで大きな位置を占めていた来世信

仰も混乱をまぬがれず、来世への新たな道が求めら

れた結果であろう.た とえば.手足や腕,顔 など人

体各部を表現した護符は第一中間期特有の葬祭護符

であり,遺体が損傷した場合に.来 陛で代わりとな

るものだったとみられる
」':.こ れはミイラ作 |,

や墓地の管理が難しくなった当時の世相を反映した

ものかもしれない。この頃にはまた.王冠や.王冠

につけられるコブラの印 (ウ ラエウス)な ど王権の

象徴をかたどった護符が,王族ではない人々のため

に初めて作られる
3)4).第一中間期には,かつて王

のために用いられていた死後の再生。復活の呪文が ,

王族以外の人々にも開放される「葬祭の民主化」と

いう状況が生じるが
10),こ
れら王権にまつわる護符

の出現もその一環と言えるだろう.

この時期にはさらに,死者は生前の行為について

裁きを受け,正 しく生きたと認められた者だけが再

生を許されるという「死者の審判」
10'の
思想が生

まれ,こ れが以後の古代エジプトの来世思想を代表

するものとなる.こ の審判の中心をなすのが,死者
の理性と感情,記憶のよりどころとされた心臓と,
秩序や規範を象徴するマアトの羽根が秤にかけられ

る「心臓の計量」
10'で
あった。心臓は現世と来世

の生活だけでなくこの「計量」にも必要であり,遺

体がミイラにされるときにほとんどの内臓が取り出

されたあとも,心臓は体内に残されるのが普通だっ

た.しかしこうして残された心臓も何らかの事情で

失われるかもしれない.こ れは当時の人々が最も恐

れたことであり,「死者の書」には心臓が死後に奪

われるのを防ぐ呪文 (第 27～ 29章A)がみられるほ
か
3)4'7),万 一の場合に心臓の代わりとなる護符が

作られた
3,4).こ の護符は,人間ではなく羊の心臓

をかたどったものだったが,おそらく理性や感情な

ど人格を構成する要素が宿ることを示すため,人間
の頭部がついた例もみられる。

心臓に人格や記憶が宿るとする見方からは,新た

な懸念が生じる。「死者の審判」で計量される心臓が ,

死者にとって不利になることをもらすのではないか

という不安である.そ こで,心臓が都合の悪い証言

をするのを防ぐ呪文 (「死者の書」第30章 B)7)を

刻んだスカラベ護符 (「心臓スカラベ」)2)3)4,が新

王国時代初期までに出現した.こ の心臓スカラベは,

葬祭護符としてミイラの包帯に巻き込まれるか,胸

飾りにはめ込まれてミイラの首にかけられた.ス カ

ラベ本体は,心臓の護符と合体した形のものや,頭

部が人間の顔になったもの,復活 。再生に関わる太

陽神とオシリス神が胴体に描かれたものなどがあ

り,心臓が人格を持ち,来世に復活するための鍵と

されたことをうかがわせる.

この心臓スカラベのほか,新王国時代までに出現

した特徴的な葬祭護符としては.蛇の頭をかたどっ

た護符
23■
があげられる.紅玉髄などの赤い素材

か黄金で作られたこの護符は,死者が墓地で蛇に噛

まれるのを防ぐ呪文 (「死者の書」第34章 )7)が刻

まれることから蛇除けのお守 りだったとみられる.

墓地のある砂漠はコブラなど毒蛇のすみかでもあっ

たから,人々の蛇に対する恐れは死後にまで及ぶも

のだったのだろう.

不毛の砂漠とは対照的な,ナ イル流域の植物の生

命力を象徴する護符がウァジ
2)3,4)で
ある.こ れは

エジプトを代表する植物のひとつであるパピルス草

の護符で,植物の色を示す緑の素材で作られること

が多かった。中王国時代の葬祭文書「コフィン・テ

キス ト」 (第 106呪文)に よると,こ の護符はミイラ

の喉元に置かれることになっており,死者が来世で

呼吸をするのを助けるとされていた
3)lD.新

王同時

代の「死者の書」 (第 160章 )では,こ の護符が無事
に保たれるなら死者は健康で無傷であり,死者の手

足が「千涸びる」ことがないとされている
3)12).ゥ
ァ

ジの護符には,水のない砂漠の墓地に埋葬されたら

砂埃に埋もれて窒息するのではないかという恐れ ,

ナイルの谷の水と緑から切 り離されたくないという

願いを感じとることができる。しかしウァジはパピ

ルス草そのものではなく,それを模倣した柱 (パ ピ
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ルス柱)や笏 (パ ピルス笏)を表している。パピル

ス柱は神殿建築に用いられた柱であり,パ ピルス笏
は女神の持物だったから,こ の護符は植物の生命力

だけでなく,神々の加護も授けるものとされていた
のだろう

3).

新王国後期から第三中間期にいたる時期には,新
たな護符が数多 く作られた

2)3)4).た
とえば神の頭

部と半円形の襟飾りを合体させた形の護符 (ア イギ

ス)は ,祭礼の折 りに神像を運ぶ舟型の神輿 (聖舟)
の舶先と船尾の飾りをかたどったもので,太陽神の

再生と守護の力に関連があるとされる
2'3,41.細

長

い平衡錘がついたメニト首飾りは,太陽神の娘であ
るハ トホル女神の象徴のひとつとされるが,こ の錘

をかたどった護符もこの時期に出現し,女神の頭部
やアイギスと組み合わせた形のものが作られるよう

になる
2,3).メ ニ トの錘は首飾 りをつける人間の背

中に位置するから,こ の護符には盲点である背後を

守るという意味があったのだろう
3).同
じ盲点を守

るという意味を持ったものに,古代エジプト人が就

寝時に用いたヘッドレスト
3)13)が
ある。このヘッド

レス トは死後にも必要とされ,所有者が死ぬとミイ

ラとともに棺に入れられた.「死者の書」(第 166章 )3)7)

によれば,こ れには死者が来世で目覚めるようにし,

死者の頭が切 り落とされないように守るという意味

があり,おそらくこのために新王国時代には,ヘ ッ

ドレス トの形の葬祭護符 (ウ ェレス護符)3)1)が作

られている.

末期王朝時代には葬祭護符の種類はさらに増え,

ミイラを覆う包帯のなかにはジェドやティト,ウ ェ

ジャトのような古くからの護符にくわえ,定規や大
工道具をかたどった護符や,おそらく呪文を操る能

力に関係するとみられる書字板の護符など新たな形

式の護符が数多 く見られるようになる
2,3,4).た

と

図5 女神の頭部がついたアイギス護符断片
(ア コリス調査隊提供 )

えばスカラベ護符にハヤブサの翼を組み合わせた有

翼スカラベ護符
2)3,1)がミイラの包帯の胸の位置に

固定されるようになるが,こ れは実際に羽根を持つ

この甲虫の姿と,太陽を押し上げて空に上る太陽神
のイメージを重ねたものだろう.二本の指,おそら

く人差し指と中指を表わす護符
3)4)は
, ミイラの内

臓を取り出した切り回のそばに置かれており,ミ イ

ラ職人の指を表わすとみられる.おそらくこれはミ

イラ作りのプロセスが完了したことを保証し,切 り
回を保護するものだったのだろう.

5.神々の護符

古代エジプト人は古くから数多くの神々を信仰し

ており,各地に建設された神殿では,地方神や全土
で崇拝された国家神などの彫像が「本尊」としてま

つられていた.神はそのような神像に宿ることで礼

拝と供物を受け,祈 りにこたえるとされていたので

ある。神像は神が宿る「容器」であり,人間と神々

の間をつなぐ「電話回線」だったとも言えるだろう.

神々の加護を得たいという願い,神 々にあやかろ

うとする心情は護符にも表されている。しかし新王

国時代以前には,神殿にまつられる神々の姿の護符
が作 られることは稀であった

2)3)4)。 これは占代エ

ジプト社会においてそうした神々に本来,期待され
ていた役割が,な によりも宇宙秩序や社会秩序の維

持にあったためであろう。神の姿を形作れば,それ
がたとえ小さな護符であっても,神が宿るよりどこ

ろになりうる.人 々の個人的な願いを託す護符に,

社会や宇宙を守る神の姿をじかに表現するのは憚 り

があったのだろう.

ただし神々のなかでも,神殿にまつられることな

くもっばら個人の生活に関わるとされた神々は,早
くから護符に表されていた。前述のタウェレト女神

はその一例であり, この女神とともに出産時の母子

や家族の生活を守るとされたベス神もそうした神々

に数えられる.羽飾りをかぶり, ライオンのような

顔とたてがみをもつ小人の姿のこの神は,中王国時

代の安産の護符に様々な精霊や守護神とともに描か

れ,新王国時代以後は, この神をかたどった護符が

数多く作られた
2)3)41.

新王国後期から第三中間期にはいると,神殿にま
つられる神々の護符が徐々に作られるようになり,

末期工朝時代以降にはその種類と数はきわめて多く

なる
2,3)● .こ れは新王国時代以降,神殿が,公的

な祭祀だけでなく民間信仰の場としても大きな位置
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を占めるようになり,民衆のための礼拝所も併設さ

れるようになることや
1｀ ,エ ジプト国内で異民族の

影響力が高まるなかで伝統宗教が重視されるように

なったことと連動していると思われる.護符となっ

た神々には, 国家神アムン・ラーのような万能の神

や.太陽神などの創造神のように宇宙の秩序や再生

に関わる神々,各地で信仰された地方神などが含ま

れるが,よ り身近で具体的な加護が期待された神と

しては, イシスとホルスがあげられる.幼子のホル

スを膝に乗せて腰掛け,授乳する姿でしばしば表さ

れるイシスは,子 を守り育てる母性の象徴だっただ

けでなく強い呪力を持つ女神でもあり,それを用い

てホルスを害虫や危険な動物から守ったとされてい

た
2).そのため,こ の女神の姿を表した護符には,

子供たちを同じように守る力があると信じられてい

たであろう
2)3)4).ま

た新王国後期の呪術文書によ

れば,イ シスの像は病人から病気を吸い取るとされ

ており,こ の女神の護符にも同じ効果があるとされ

ていたのかもしれなぃ
2)‖).子
供のホルスがサソリ

と蛇をつかみ,ヮ ニを踏みしめて立つ姿を表す石碑

(キ ップス)も ,有害な生物を防ぎ,病気を治す効

果があるとされており,神殿や個人の住居にまつら

れたほか,そ れをかたどった護符も作られていた
3.

6.お わりに

今日,我々現代人は科学とテクノロジーの時代に
生きている.古代人にとって神秘な「力」に満ちて
いた自然界も,い まや法則と因果関係によって説明

されるようになり, 日々の暮らしも,古代の人々の

それに比べ遥かに快適で安全になっている.

しかしそれでもなお,我 々は,人間の力ではどう
にもできないものがこの世にあることを意識してお

り,人智を超えた何ものかを信じ,頼る心を持って
いる.現在のエジプトでは,自動車の運転席に,手
や青い眼をかたどったお守りが下がっているのを見

かけるし,我が国では神社の交通安全のお守りが同

じ位置にある。最新の医療を受けられる病院でも,

ベッドの枕元には千羽鶴や病気平癒のお守りが置か

れている.「 お守 り」に込められた人々の願いは,

古代も現代も基本的には変わることはないし,今後
も絶えることはないだろう。
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*本稿は,2012年度明倫短期大学公開講座 (第 2回 ,

2012年 12月 1日 )の講演内容に,加筆・修正を施

したものである.
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